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はじめに 

天体を地表で観測すると、地球の大気によって減光

された光を受けていることとなる。減光は大気分子と

エーロゾルによる散乱と大気分子の吸収によるもの

である。 
本研究は、月を分光観測から大気による減光の時間

変化と大気分子の光の透過率(光学的厚さ)を求めるこ
とを目的とする。 
 
１. 方 法 

(1) 観 測 
観測には透過型回折格子を用いたスリット式分

光器と冷却CCDカメラを使用し、解析波長域は450
～860nm付近である。高度の異なるデータを多く得
るため、観測は満月に近い 2017年 12月 3～4日と
2018年 1月 3～4日の 2晩行った。 

(2) 解 析 
① 大気による減光の時間変化 

昇る月と沈む月で同じ高度になったときの月

光の強度比を求め、大気による減光の時間変化を

調べる。 
② 大気分子の透過率(光学的厚さ) 

高度の異なる月の光の強度比から大気の光学

的厚さを求め、大気分子とエーロゾルによる散乱

の光学的厚さの差を減算する。これが大気分子に

よる吸収の光学的厚さの差である。 
そして、観測高度時の空気量※に対する、オゾン

O3(590～610nm)、酸素 O2(758〜768nm)、水蒸気
H2O(810～836nm)の光学的厚さの関係を調べる。 
※	 空気量とは、天体の光が通過する空気の量

のことで、天頂方向を 1とする。 
 

２. 結 果 

(1) 大気による減光の時間変化 
 

  
①	 同じ高度の月光の強度比は、時間が開くほど変

化がある。 

②	 オゾン O3と酸素 O2の吸収については、時間変

化はほぼない。 
③	 水蒸気 H2O の吸収については、一晩の中でも
時間変化がある程度ある。 

(2) 大気分子の光学的厚さと空気量の関係 
 

  
①	 オゾンO3の光学的厚さは、空気量に比例する。 
②	 酸素 O2と水蒸気 H2Oの光学的厚さは、空気量
に比例しない。 

 

３. 考 察 

(1) 大気による減光の時間変化 
同じ高度の月光の強度比にゆるやかな時間変化

があったが、これはエーロゾルによる散乱の時間変

化を反映していると考えられる。また水気 H2O の
吸収についても、晴れた一晩の中でも時間変化があ

る程度ある。 
(2) 大気分子の光学的厚さと空気量の関係 
オゾン O3の光学的厚さが空気量に比例すること

から、今回の観測方法で透過率(光学的厚さ)を求め
ることができる。そして，季節変化や経年変化を調

べることができそうである。 
一方酸素 O2と水蒸気 H2O場合は、光学的厚さが
空気量に比例しないため、今回の手法で透過率(光学
的厚さ)を求めることは難しい。また水蒸気 H2Oの
場合は、さらに時間変化も無視できないため難しい。 
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